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学生生活

法律関係の図書を所蔵しています。学習に必
要な判例などを検索できるDVDやインター
ネットリソースも利用可能。

法廷実務およびプレゼンテーション能力をはじめ
とする法廷技術の実践的な学修を行う施設
です。

24時間利用可能。学生一人ひとりに固定の席
が割り当てられており、いつでも好きな時に
自習や予習復習ができます。

模擬法廷 専用自習室ローライブラリー

学生生活 共に学ぶ仲間がいる。支えてくれる人たちがいる。
一人ではないからこそ、厳しい学びの日々を、乗り越えることができます。

法律学を基礎からしっかり学べる体制が整っており、
初学者でも着実に学習を進めることができます。同志社大学理工学部卒

１年次生   K.K.さん 学生の利便性を考えた施設や余裕のある時間割など、
自分のペースで勉強に打ち込める環境が本学の魅力です。大阪大学法学部法学科卒

年次生   Y. F.さん2

　阪大ローの魅力の一つは、充実した教授陣のみ

ならず、約80名に及ぶ実務家の先生が、とても親身に

指導してくださることです。

　実務で気になることは実務家の先生に気軽に質問

でき、基本書を読んでも理解が曖昧な理屈や理論は

教授に詳しく質問できます。どんな些細な質問でも、

学生が分かるまで丁寧に対応頂けます。

　私は補欠合格で入学しましたが、阪大ローの

カリキュラムに沿って勉強し、先生方のサポートも

受けて、塾に行かず、今では特待生枠の上位20人に

入ることができています。エクスターンシップや、

模擬裁判など、講義以外でも学ぶ機会が多くあります。

　阪大ローでは、充実した質の高いサポートを受け

ながら司法試験の勉強をすることができます。

　私は、大学では数学を学んでいましたが、昔から

法律学にも興味があり、就職活動時に、人権活動に

関わりたいと強く考えるようになったことから、法曹

を目指し本学へ入学しました。

　本学に入学して感じたことは、法律学を基礎から

しっかりと学ぶための体制が整っているということ

です。

　1年次では、法律基本科目の全てを履修します。

そのため、学ぶ量が多く、授業や与えられた課題を

こなしていくことは大変ですが、どの先生方も、

初学者でも理解しやすいよう丁寧に教えてくださる

ので、着実に学習を進めることができます。また、

担当教員との定期面談が用意されているので、

学習方法等について相談することができます。

　さらに、学内には24時間利用可能な自習室が整備

されており、学習に最適な環境が整っています。

　このような素晴らしい環境で一緒に学びませんか。

　私は、落ち着いた気持ちで勉学に励むことのできる

環境を重視して、通い慣れ、過ごし慣れた本学に進学

しました。

　学生が主に使用する講義室や自習室は、建物の

5階から7階に集中しており、移動が楽にできます。

また、法科大学院生専用の休憩室と資料室が同じ

フロアに完備されており、好きな時に手軽に利用

できる環境にあります。

　2年次の授業は主に、司法試験科目の必修授業です。

試験に直結する授業が早速始まることになりますが、

心配はいりません。余裕のある時間割が組まれて

おり、きちんと計画立てて、学習を進めることができ

ます。そして、学期が変わっても、大きな変更はなく、

1年間自分のペースで勉強に専念することができます。

　このように、生活面と学習面の両方から、本学は

司法試験勉強に打ち込める環境が整っていると

言えます。ぜひとも、大阪大学を学びの場として

選択して頂けたらいいなと思います。

実務家の先生方による質の高いサポートのおかげで
特待生域の上位20人に入ることができました。関西大学法学部法学政治学科卒

年次生   N. F.さん3

あ
る
1
年
次
生
の
1
年 学生・教員・OBOGによる交流会。

勉強法の相談や先輩の体験談
などで未修の不安を解消。

4月～
未修の不安を
交流会で解消 基礎力を養う期間。少人数

クラスなので緊張感があり自ず
と熱が入る。勉強に不安を感じ
たら定期面談で先生に相談。

5月～
緊張感のある授業で
基礎力を養う

春～夏学期は授業の予復習で
手一杯だったので、夏休みは知識
の定着や応用を意識して勉強
してみる。もちろん秋以降の予習
も大事。9月の「司法試験合格
体験報告会」で、未修から合格
した先輩の話が聞けモチベー
ションがアップした。

8月～
合格者体験報告会で
モチベーションアップ 秋～冬学期から勉強内容も増え、

大変だけど、慣れてきた実感も。
そこで友人たちと判例を検討する
自主ゼミを開始。自分ひとりでは
気が付かなかった問題点を把握で
きたり、友人の勉強方法を参考に
したり、とてもためになった。11月
の定期面談では秋～冬学期の期末
試験に向けた勉強方法を相談。

11月～
自主ゼミで
自分の問題点を把握 緻密なカリキュラムと先生や弁護

士アドバイザーのサポートのおか
げで、4月から入ってくる既修生に
負けない実力がついたと感じる。
けれどここからが正念場。苦手科目
を春休み中に克服するため、授業
の総復習に取り組む。4月以後、
司法試験合格までの勉強計画を
立て、選択科目の選択や2年次の
履修計画を立てる。

2月～
1年次の学びに加え 
2年次への準備も

あ
る
2
年
次
生
の
1
年 授業が始まり、基礎力の不足している

分野があることに気がつく。これか
らの課題が見つかった。

4月～
授業を通じて
課題を発見する

春～夏学期の復習と秋～冬
学期の予習に加え、司法試験
へ向けた勉強も。参考書で
短答や論文の過去問を解くほ
か、司法試験本番を意識して
判例の検討をする。

8月～
司法試験へ向けて
実践的な力を付ける

1日3～4時間の自習に加え、
自主ゼミに積極的に参加。仲間
と切磋琢磨することで授業の
補完や試験対策も捗る。11月の
定期面談ではコンタクト・ティー
チャーと今後の学習プランに
ついて話し合い、やるべきことが
明確になった。

11月～
定期面談で勉強の
方針が明確に キャリア形成のため、授業

の一環として法律事務所・
企業法務部門・地方公共
団体などにおいて法律実務を
体験し学ぶことができる
エクスターンシップに参加。
憧れの弁護士事務所での
研修を通じて、実務の実際や
法曹の心構えを教えていた
だいた。

2月～
キャリア形成のため
エクスターンシップに参加

Student Life

翼が育つ
環境がある

コンタクト・ティーチャー
との定期面談で勉強への
不安が取り除けました。

既修者にとって1年目は応用力を
養う期間。独習で解決できない
疑問点は、オフィスアワーを積極
的に活用し先生に質問。

5月～
疑問を感じたら
オフィスアワーを活用
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エクスターンシップに
参加することで、
将来のビジョンが
はっきりしました。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、オンラインでの実施を含め、一部変更が生じています。

＊2021年度は、新型コロナウイルス対応で3限以降を30分繰り下げて実施しています。

あ
る
2
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次
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の
1
週
間

月

火

水

木

金

8:50 ～ 10:20
1限

～8:50 
朝

10:30 ～ 12:00
2限

13:00 ～ 14:30
3限

14:40 ～ 16:10
4限

16:20 ～ 17:50
5限

18:00 ～ 19:30
6限

19:30 ～ 
夜

起床～
予習
5:30に起床、
準 備 の 後 、
授業の予習
をしてから
大学院へ。

予習
行政救済法に
ついて予習

自主ゼミ
判例百選を素材に基礎知識を確認

16:20からの自主ゼミ
に向けて答案作成

刑法応用１

自主ゼミ
主に期末試験対策。憲法の事例問題について、
学生同士で論点を議論する

オフィスアワー
自主ゼミの疑問点を
先生に質問

復習
労働法基礎に
ついて復習

自習
ローライブラリーで
判例解説を調べる

懇親会
息抜きの時間を作り
リフレッシュ

主に24時間開放
の自習室を使用
し、授業の予復習
や司法試験対策
の勉強。（予習が
間に合わない科目
は、土日も自習室
で勉強）実務家
の講演会や懇親
会に参加するこ
とも。就寝は平均
24時頃。

再チャレンジ支援プログラム
未修生を含んだ勉強会で、アドバイザーの助言を
受けながら、自身が学んだことを説明する力を磨く

予習
民事訴訟法応用１に
ついて予習

刑事訴訟法応用

会社法応用１

自習
自習室で短答式の
問題集を使って勉強

予習
会社法応用1に
ついて予習

民法応用1 倒産法基礎

予習
裁判実務基礎に
ついて予習

復習
憲法応用に
ついて復習

裁判実務基礎
（民事）

民事訴訟法応用１ 労働法基礎

院生談話室のパソコン
で資料を出力

憲法応用

予習
刑法応用1に
ついて予習

行政救済法
復習
刑事訴訟法応用に
ついて復習

＊2021年度は、新型コロナウイルス対応で3限以降を30分繰り下げて実施しています。
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13:00 ～ 14:30
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14:40 ～ 16:10
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16:20 ～ 17:50
5限

18:00 ～ 19:30
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19:30 ～ 
夜

予習
民法基礎2に
ついて予習

予習
刑法基礎1に
ついて予習

起床～
予習
6:00に起床。
1限に授業
がある日は
予習。大学院
までの移動
時間にスマホ
で条文を素
読して、できる
だけ法律に
慣れる。

会社法基礎1①

民法基礎1②

民法基礎2①

刑法基礎1

会社法基礎1②

法理論

再チャレンジ支援プログラム
弁護士アドバイザーとの質疑応答で
基礎力を養う

オフィスアワー
進路について
先生の意見を聞く

帰りの電車で法
学の基本書を読
んだり短答式の
問題集を解く。帰
宅後は授業の予
習と復習。24時
頃に就寝。

再チャレンジ支援
プログラムの準備

復習・予習
法理論について復習、憲法基礎1に
ついて予習

復習
会社法基礎1、リサーチ＆ライティング1に
ついて復習

懇親会
同学年の友人や先生方と親睦を深めつつ
多様な考え方に触れる

民法基礎2②
定期面談
学習計画について
アドバイスを受ける

予習
翌日の会社法基礎1に
ついて予習

予習
法理論に
ついて予習

復習
民法基礎1に
ついて復習

リサーチ＆
ライティング1

民法基礎1①
予習
民法基礎1に
ついて予習

復習
民法基礎2に
ついて復習

ローライブラリーで
判例のデータベース
を閲覧

未修の友人と学習方法
の意見交換

自習室で基本書を
読む

憲法基礎1

心強い先生方や
仲間たちと

司法試験本番を意識しながら
勉強しています。


